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1. 問題の所在と研究課題 
1990 年代以降により一層進行した晩婚化・非婚化を背景として，未婚のまま中年期（30

代後半から 60 代前半）を迎える人々が増加している．多様化する家族やパートナーシップ

（親密圏）の形成パターンを把握するために，欧米諸国では，中年未婚者の結婚意欲や同棲，

交際状況（living apart together: LAT など）に着目した研究が蓄積されてきた．日本でも，中

年未婚者の結婚意欲や生活リスクに関する人口・家族研究が見られつつあるが（斉藤 2022; 
宮本・大江編 2024; 栗村 2025），増大する中年未婚者の社会経済的属性や，結婚や家族形

成に関する意識にいかなる変化が生じているかについては十分に明らかとなっていない．  

本報告では，中年未婚者の結婚意欲の時系列変化とその変動要因を記述することを試みる． 
 
2. データと分析対象 
 使用するデータは，国立社会保障・人口問題研究所が実施した「出生動向基本調査（独身

者調査）」の調査票情報（個票データ）である．分析対象は 35～49 歳の未婚男女とし，同年

齢層を調査対象に含む 1992 年（第 10 回調査）から 2021 年（第 16 回調査）を観察期間（計

7 時点）とする．なお，各調査回の有効回答者（18～49 歳）に占める 35 歳以上の未婚者の

割合は，1992 年では男女それぞれ 13.5%と 8.8%であったが，最新の 2021 年ではそれぞれ

35.8%と 28.9%まで増大している． 
 
3. 結果 
 主な分析結果は次のとおりである．はじめに，結婚意欲として「一生結婚するつもりはな

い」と回答した割合を確認したところ，未婚男性では 1992 年から 2010 年までは 20%前後

を推移していたが，2015 年以降は 30%台まで上昇していた．一方，未婚女性では 1992 年時

点の同割合は 5 割弱と高水準であったが，2002 年には約 26％まで低下し，その後再び上昇

に転じる「U 字カーブ」を示していた（2021 年：約 44%）． 
また，岩澤・余田（2024）に倣い，結婚意欲・従業上の地位・恋人の有無を基準とした未

婚状態の 4 類型（「前駆型未婚」「解放型未婚」「剥奪型未婚」「離脱型未婚」）の構成割合の

変化を検討した．男性では，2010 年までは「剥奪型」が 60%台を占めていたが，2015 年以

降は「剥奪型」の割合が低下し（2021 年：52.4%），代わりに結婚意欲をもたない「離脱型」

が増大していた（同年：42.0%）．一方，女性では 2010 年までに「剥奪型」が過半数を占め

るまでに上昇し，「離脱型」の割合が約 35%まで低下していたが，2015 年以降は「離脱型」

が再び増加している傾向が確認された．2010 年代以降に観察された非婚志向層の増大は，

若年層（18～34 歳）の傾向（岩澤・余田 2024）とも一致している． 


